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１ 勤務状況調査の概要 

（１）調査の目的 

   教職員の勤務状況を把握し、今後の負担軽減の取組の参考とする。 

 

（２）調査対象校および調査対象者 

  ① 調査対象校 

   各市町村において、小学校１校、中学校１校を無作為に抽出。 

   （小学校６２校、中学校６２校、計１２４校）  

  ② 調査対象者 

   ・対象校（小学校６２校、中学校６２校）に在籍する常勤教職員３００４名 

     ※調査対象期間の全期間を在職し、かつ勤務実績のあった教職員とする。 

     ※県費負担教職員に限る。 

     ※臨時的任用教職員を含む。 

   ・調査対象の職種 

     校長、教頭、主幹教諭、教諭、助教諭、講師、養護教諭、養護助教諭、栄養

教諭、事務職員、学校栄養職員 

 

（３）調査期間 

  平成２８年６月１日から平成２８年６月３０日 

 

（４）調査項目 

  ・職名、勤続年数、性別、年代、担任等 

  ・勤務時間を除く在校時間 

  ・勤務時間を除く在校時間に行っていた主な業務内容 

 

（５）回収結果 

学校種 人数 

小学校 １３４７ 

中学校 １６５７ 

計 ３００４ 

 

職名 校長 教頭 
主幹 

教諭 
教諭等 

養護 

教諭等 

栄養 

教諭 

事務 

職員 

学校栄 

養職員 
計 

小学校 ６２ ６３ １３ １０６４ ６１ １３ ６４ ７ １３４７ 

中学校 ６２ ６３ ３２ １３５３ ６２ １１ ７０ ４ １６５７ 

※教諭等とは、教諭、助教諭、講師である。 

※養護教諭等とは、養護教諭、養護助教諭である  
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 項目 人数 

性別 男性 １５４８ 

女性 １４５６ 

年代 

 

１０代 １ 

２０代 ８０８ 

３０代 ６８５ 

４０代 ４４８ 

５０代 ９３１ 

６０代 １３１ 

担任等 小学校 １学年担任 １３６ 

２学年担任 １３４ 

３学年担任 １２２ 

４学年担任 １２０ 

５学年担任 １２７ 

６学年担任 １２６ 

特別支援学級担任 ７９ 

担任外 ５０２ 

（内教諭等） （２２０） 

中学校 １学年担任 ２４４ 

２学年担任 ２４５ 

３学年担任 ２３９ 

特別支援学級担任 ８５ 

担任外 ８４５ 

（内教諭等） （５４０） 

勤続年数 １～５ ６７７ 

６～１０ ４３４ 

１１～１５ ２７１ 

１６～２０ ６４ 

２１～２５ １７７ 

２６～３０ ２３７ 

３１～３５ ３９５ 

３６～４０ ２００ 

再任用 １３１ 

※ 本調査における構成比は小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計しても

必ずしも１００とはなりません。 
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２ 調査結果の概要 

（１）職種別勤務時間を除く在校時間の１日あたりの平均 

  ・ 校種の平均は、小学校では２時間４８分、中学校では３時間２分で、中学校が

１４分長い。 

  ・ 在校時間が長い職として、小中学校ともに、長い順に教頭、主幹教諭、教諭等、

校長、養護教諭等、栄養教諭である。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・ 男性は女性よりも、勤務時間を除く在校時間が、小学校では２８分、中学校で

は３２分長い。 

  ・ 小中学校ともに、「５０代」を除き、全体的に年代が高くなるにつれ、勤務時

間を除く在校時間が短くなる。 

  ・ 若手の教職員ほど、勤務時間を除く在校時間が長く、「１０代、２０代」では、

小学校教職員は３時間１７分、「２０代」の中学校教職員は、３時間４３分であ

る。 

 

（２）勤務時間を除く在校時間に行った業務の割合 

  ・ 校長、教頭については、小中学校ともに、「学校経営、学校運営」が８０％程

度である。 

  ・ 小学校教諭等で、最も割合が多いのが、「授業準備」（４４．２％）で、続い

て、「学級経営」（２５．６％）、「校務分掌」（１４．５％）となる。３つを

合わせると、８４．３％である。 

  ・ 中学校教諭等で、最も割合が多いのが、「授業準備」（３２．２％）で、続い

て、「部活動指導」（２４．７％）、「校務分掌」（１２．３％）となる。３つ

を合わせると、６９．２％である。 

  

 小学校 中学校 

校長 ２時間２６分 ２時間４６分 

教頭 ３時間４５分 ４時間 １分 

主幹教諭 ３時間４２分 ３時間２１分 

教諭等 ２時間５７分 ３時間１０分 

養護教諭等 1時間５１分 １時間５８分 

栄養教諭 1時間４１分 １時間２６分 

事務職員 １時間 ０分 １時間 ４分 

学校栄養職員 １時間１８分    ５０分 

平均 ２時間４８分 ３時間 ２分 
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３ 調査結果 

（１）国の調査との比較 

   小学校において、校長、教諭等については、違いはあまり見られないが、教頭、

事務職員において、３０分程度埼玉県の方が勤務時間を除く在校時間が短い。 

   中学校において、校長については、違いはあまり見られないが、教頭、教諭等、

事務職員については、２０分～３０分程度、埼玉県の方が勤務時間を除く在校時間

が短い。   

 小学校 中学校 

埼玉県 国 埼玉県 国 

校長 10:56 11:00 11:16 11:17 

副校長・教頭 12:15 12:50 12:31 12:53 

教諭等 11:27 11:35 11:40 12:06 

事務職員 9:30 9:56 9:34 9:56 

  ※ 埼玉県については、「勤務時間を除く在校時間」の「一日平均」に８時間３０

分を加えた数値。 

  ※ 国については、「平成２６年度 文部科学省 学校と教職員の業務実態の把握

に関する調査研究」の平日１日あたりの勤務時間を除く平均在校時間（概算値） 

 

（２）項目別勤務時間を除く在校時間の平均（１日あたり） 

  ① 小中学校別 

    小学校の教職員が、中学校の教職員に比べて、勤務時間を除く在校時間が１４

分短い。 
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 ② 男女別 

   ・ 男性は女性よりも、勤務時間を除く在校時間が、小学校では２８分、中学校

では３２分長い。 

   ・ 勤務時間を除く在校時間が長い順は、中学校男性、小学校男性、中学校女性、

小学校女性となっている。 
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 ③ 職種別 

   ・ 小中学校ともに、勤務時間を除く在校時間が長い順は教頭、主幹教諭、教諭

等、校長、養護教諭等、栄養教諭となっている。 

 ・ 小学校では、その後、学校栄養職員、事務職員となる。 

 ・ 中学校では、その後、事務職員、学校栄養職員となる。 

・ 勤務時間を除く在校時間が４時間を超えるのが、中学校教頭、３時間から４

時間が小学校教頭、小学校主幹教諭、中学校主幹教諭、中学校教諭等、２時間

から３時間が小学校教諭等、小学校校長、中学校校長である。 
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 ④ 学級担任別（教諭等） 

・ 小中学校ともに、学級担任が勤務時間を除く在校時間が長い。 

・ 小中学校ともに、特別支援学級担当と担任外が同じ程度の勤務時間を除く在

校時間である。 

・ 特別支援学級担当と担任外は他の学年の学級担任と比べると、小学校では５

０分程度、中学校では４０分程度、勤務時間を除く在校時間が短い。 

・ 小学校では、高学年担任が勤務時間を除く在校時間が長い。 

・ 中学校では、１学年担任から３学年担任では、勤務時間を除く在校時間は大

きな違いはない。 

 

 

 

  



- 8 - 

 

 ⑤ 年代別 

   ・ 若手の教職員ほど、勤務時間を除く在校時間が長い。 

   ・ 勤務時間を除く在校時間が最も長いのは、小学校では「１０代、２０代」、

中学校では、「２０代」である。その後、「４０代」までは、勤務年数とともに

勤務時間を除く在校時間が短くなっていく。しかし、「５０代」において、再

び在校時間を除く勤務時間が増加している。その後、「６０代」は、勤務時間

を除く在校時間が短くなっていく。 

  ・ 小学校の「１０代～２０代」は「３０代」と比べると、勤務時間を除く在校

時間が３２分、中学校の「２０代」は「３０代」と比べると、勤務時間を除く

在校時間が３９分長い。 

・ 「６０代」を除き、どの年代についても、小学校に比べ、中学校の方が勤務

時間を除く在校時間が長い。 
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 ⑥ 勤続年数別 

   ・ 小中学校とも、勤続年数「１～５」において、勤務時間を除く在校時間が最

も長くなっている。その後、「１６～２０」までは、勤務年数とともに勤務時

間を除く在校時間が短くなっていく。しかし、「２６～３０」において、再び

在校時間を除く勤務時間が増加している。その後、「３６～４０」までは、勤

務年数とともに勤務時間を除く在校時間が短くなっていく。 

・ 中学校は、小学校と比べると、「３６～４０」を除いて、どの勤続年数にお

いても、勤務時間を除く在校時間が長い。 

・ 勤務時間を除く在校時間が３時間を超えるのは、小学校勤続年数「１～５」、

中学校勤続年数「１～５」、中学校勤続年数「６～１０」の教職員である。 
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（３）校種別勤務時間を除く在校時間の分布 

 ・ 小中学校ともに、平均付近が分布が一番多く、平均から離れるにつれて緩やか

に低くなっていく正規分布になっている。 

 ・ 中学校が小学校に比べて、「４時間～」、「５時間～」の勤務時間を除く在校時

間の割合が大きい。 
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４ 職位別調査結果 

（１）校長 

  ① 調査対象者数 

 男 女 計 

小学校 ５２ １０ ６２ 

中学校 ５９ ３ ６２ 

計 １１１ １３ １２４ 

 

  ② 男女比 

   ・ 校長の男女比は、男性８９．５％、女性１０．５％である。 

 

 

  ③ 勤務時間を除く在校時間の分布 

   ・ 小学校長で、最も割合が多いのが、「２時間～」、次に多いのが、「１時間～」、

中学校長で、最も割合が多いのが、「２時間～」次に多いのが、「３時間～」で

ある。 

   ・ 校種別平均は、小学校長が２時間２６分、中学校長が２時間４６分であり、

中学校長は小学校長より２０分長い。 

   ・ 男性校長で、最も割合が多いのが、「２時間～」、次に多いのが、「１時間～」、

女性校長で、最も割合が多いのが、「２時間～」次に多いのが、「１時間～」、

「３時間～」である。 

   ・ 男女別平均は、男性校長が２時間３７分、女性校長が２時間２７分であり、

男性校長が女性校長より、１０分長い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



- 12 - 

 

 ④ 勤務時間を除く在校時間に行った業務 

   ・ 小学校長、中学校長、男性校長、女性校長とも大きな違いはなく、最も割合

が多いのが、「学校経営等」で、それぞれ８０％を超えている。 
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（２）教頭 

  ① 調査対象者数 

 男 女 計 

小学校 ５２ １１ ６３ 

中学校 ５８ ５ ６３ 

計 １１０ １６ １２６ 

 

  ② 男女比 

   ・ 教頭の男女比は、男性８７．３％、女性１２．７％である。 

  

 

  ③ 勤務時間を除く在校時間の分布 

   ・ 小学校教頭、中学校教頭とも、最も割合が多いのが、「３時間～」、次に多い

のが、「４時間～」である。 

   ・ 校種別平均は、小学校教頭が３時間４５分、中学校教頭が４時間１分であり、

中学校教頭は小学校教頭より１６分長い。 

   ・ 男性教頭で、最も割合が多いのが、「３時間～」、次に多いのが、「４時間～」、

女性教頭で、最も割合が多いのが、「４時間～」次に多いのが、「２時間～」、

「３時間～」、「５時間～」である。 

   ・ 男女別平均は、男性教頭が３時間５１分、女性教頭が４時間６分である。女

性教頭が男性教頭より平均が１５分長い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

87.3% 12.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男 女 【教頭】 性別 
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  ④ 勤務時間を除く在校時間に行った業務 

   ・ 小学校教頭、中学校教頭、男性教頭、女性教頭とも、大きな違いはなく、最

も割合が多いのが、「学校経営等」で、すべて７５％を超えている。 
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（３）主幹教諭 

  ① 調査対象者数 

 男 女 計 

小学校 １１ ２ １３ 

中学校 ２９ ３ ３２ 

計 ４０ ５ ４５ 

 

  ② 男女比 

   ・ 主幹教諭の男女比は、男性８８．９％、女性１１．１％である。 

 

 

  

 

 

  ③ 勤務時間を除く在校時間の分布 

   ・ 小学校主幹教諭で、最も割合が多いのが、「３時間～」、次に多いのが、「２

時間～」である。中学校主幹教諭で、最も割合が多いのが、「２時間～」、次に

多いのが、「３時間～」である。 

   ・ 校種別平均は、小学校主幹教諭が３時間４２分、中学校主幹教諭が３時間２

１分であり、小学校主幹教諭は中学校主幹教諭より２１分長い。 

   ・ 男性主幹教諭で、最も割合が多いのが、「２時間～」、次に多いのが、「３時

間～」、女性主幹教諭で、最も割合が多いのが、「３時間～」次に多いのが、「２

時間～」である。 

   ・ 男女別平均は、男性主幹教諭が３時間３０分、女性主幹教諭が３時間０分で

ある。男性主幹教諭が女性主幹教諭より平均が３０分長い。 
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 ④ 勤務時間を除く在校時間に行った業務 

   ・ 小学校主幹教諭で、最も割合が多いのが、「校務分掌」で、次に多いのが、

「学校経営等」で、合わせて８０．１％を占める。中学校主幹教諭で、最も割

合が多いのが、「校務分掌」で、次に多いのが、「部活動指導」である。 

   ・ 男性主幹教諭で、最も割合が多いのが、「校務分掌」で５４．６％、次に「部

活動指導」、「学校経営等」が続く。女性主幹教諭では、「校務分掌」、「学校経

営等」の割合が多く、男女間に業務内容の違いが見られる。 
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（４）教諭等 

  ① 調査対象者数 

 男 女 計 

小学校 ４０５ ６５９ １０６４ 

中学校 ８２１ ５３２ １３５３ 

計 １２２６ １１９１ ２４１７ 

 

  ② 男女比 

   ・ 教諭等の男女比は、男性５０．７％、女性４９．３％である。 

 

 

  ③ 勤務時間を除く在校時間の分布 

   ・ 小学校教諭等、中学校教諭等で、「２時間～」と「３時間～」がほぼ同じ割

合であり、合わせて６０％程度である。 

   ・ 校種別平均は、小学校教諭等が２時間５７分、中学校教諭等が３時間１０分

であり、中学校教諭等は小学校教諭等より１３分長い。 

   ・ 男性教諭等で、最も割合が多いのが、「３時間～」、次に多いのが、「２時間

～」、女性教諭等で、最も割合が多いのが、「２時間～」次に多いのが、「３時

間～」である。 

   ・ 男女別平均は、男性教諭等が３時間１６分、女性教諭等が２時間５２分であ

る。男性教諭等が女性教諭等より平均が２４分長い。 
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 ④ 勤務時間を除く在校時間に行った業務 

   ・ 小学校教諭等で、最も割合が多いのが、「授業準備」で、４４．２％を占め

る。次に多いのが、「学級経営」で「校務分掌」と続く。中学校教諭等で、最

も割合が多いのが、「授業準備」で、次に多いのが、「部活動指導」で「校務分

掌」、「学級経営」と続く。 

   ・ 小学校教諭等は中学校教諭等に比べ、「授業準備」、「学級経営」の割合が高

い。 

   ・ 男性教諭等で、最も割合が多いのが、「授業準備」で、次に「部活動指導」、

続いて「校務分掌」「学級経営」が続く。女性教諭等では、「授業準備」の割合

が多く４２．９％を占める。「部活動指導」、「校務分掌」、「学級経営」は同程

度の割合である。 

   ・ 男性教諭等と女性教諭等を比べると、男性教諭等は「校務分掌」、「部活動指

導」の割合が高く、女性教諭等は「授業準備」の割合が高い。 
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  ⑤ 年代別、男女別 

   ※ 教諭等については、調査対象者数も多いことから、年代別、男女別の分析を

行う。 

   ア 調査対象者数 

 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 計 

小学校 
男 １４６ １３１ ５５ ５２ ２１ ４０５ 

女 １７８ １５５ １２２ １７２ ３２ ６５９ 

中学校 
男 ２６５ ２２１ ６６ ２０９ ６０ ８２１ 

女 １５３ ９９ ９８ １７５ ７ ５３２ 

 

   イ 年代別、男女別勤務時間を除く在校時間の分布 

    ○ 小学校教諭等 

     ・ 男性教諭等は、全体的に年代が上がるにしたがって、勤務時間を除く在

校時間が短くなっていく。 

     ・ 女性教諭等の「３０代」は「２０代」と比べると、勤務時間を除く在校

時間の「５９分まで」、「１時間～」の合計が、９％から３１．６％に急に

増える。 

     ・ 女性教諭等は、「４０代」までは年代が上がるにしたがって、勤務時間

を除く在校時間が短くなっているが、「５０代」になると、勤務時間を除

く在校時間が長くなる。 

     ・ 男性教諭等と女性教諭等を比べると、「２０代」から「４０代」まで２

時間以上の勤務時間を除く在校時間は男性教諭等の方が割合が多いが、

「５０代」、「６０代」になると女性教諭等の方が割合が多くなる。３時間

以上においても同じ結果である。 
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    ○ 中学校教諭等 

     ・ 男性教諭等は、全体的に年代が上がるにしたがって、勤務時間を除く在

校時間が短くなっていく。 

     ・ 女性教諭等の「３０代」は「２０代」と比べると、勤務時間を除く在校

時間の「５９分まで」、「１時間～」の合計が、２％から２６．３％に急に

増える。 

     ・ 「４０代」、「５０代」になると、勤務時間を除く在校時間が長くなる。 

     ・ 男性教諭等と女性教諭等を比べると、「２０代」から「４０代」まで２

時間以上の勤務時間を除く在校時間は男性教諭等の方が割合が多いが、

「５０代」になると女性教諭等の方が割合が多くなる。 
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   ウ 勤務時間を除く在校時間に行った業務 

    ○ 小学校教諭等 

     ・ 学級経営について、男性、女性ともに、全体的に年代が上がるにしたが

って、割合が少なくなっていくが、男性の方が少なくなっていく割合が大

きい。 

     ・ 校務分掌について、女性は年代による大きな違いはないが、男性は「４

０代」まで、年代が上がるにしたがって、割合が大きくなる。また、男性

は女性と比べて、全体的に校務分掌の割合が大きい。 

     ・ 授業準備について、「２０代」と「５０代」、「６０代」に割合が大きく

なる二極化が見られる。また、女性は男性と比べて、全体的に授業準備の

割合が大きい。 
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    ○ 中学校教諭等 

     ・ 学級経営について、３０代男性の割合が大きい以外、年代による大きな

違いはない。 

     ・ 校務分掌について、全体的に年代が上がるにしたがって、割合が大きく

なっていく。 

     ・ 部活動指導について、年代による大きな違いはない。 

     ・ 授業準備について、男性については、２０代の割合が大きい。２０代男

性は４０代男性と比べると、約２倍、授業準備に時間を費やしている。 
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（５）養護教諭等 

  ① 調査対象者数 

 男 女 計 

小学校 ０ ６１ ６１ 

中学校 ０ ６２ ６２ 

計 ０ １２３ １２３ 

 

  ② 男女比 

   ・ 養護教諭等は１００％女性である。 

 

  ③ 勤務時間を除く在校時間の分布 

   ・ 小学校養護教諭等で、最も割合が多いのが、「１時間～」、次に多いのが、「２

時間～」である。中学校養護教諭等で、最も割合が多いのが、「２時間～」、次

に多いのが、「１時間～」である。 

   ・ 校種別平均は、小学校養護教諭等が１時間５１分、中学校養護教諭等が１時

間５８分であり、中学校養護教諭等は小学校養護教諭等より７分長い。 
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 ④ 勤務時間を除く在校時間に行った業務 

   ・ 小学校養護教諭等、中学校養護教諭等とも、業務に大きな違いはなく、最も

割合が多いのが、「校務分掌」で、７０％を超えている。 
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（６）栄養教諭 

  ① 調査対象者数 

 男 女 計 

小学校 ２ １１ １３ 

中学校 ２ ９ １１ 

計 ４ ２０ ２４ 

 

  ② 男女比 

   ・ 栄養教諭の男女比は、男性１６．７％、女性８３．３％である。 

 

 

  ③ 勤務時間を除く在校時間の分布 

   ・ 小学校栄養教諭で、割合が多いのが、「５９分まで」と「１時間～」である。

中学校栄養教諭で、最も割合が多いのが、「１時間～」、次に多いのが、「５９

分まで」である。 

   ・ 校種別平均は、小学校栄養教諭が１時間４１分、中学校栄養教諭が１時間２

６分であり、小学校栄養教諭は中学校栄養教諭より１５分長い。 
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 ④ 勤務時間を除く在校時間に行った業務 

  ・ 小学校栄養教諭、中学校栄養教諭とも、業務に違いはあまりなく、最も割合が

多いのが、「校務分掌」である。 
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（７）事務職員 

 

 男 女 計 

小学校 ２９ ３５ ６４ 

中学校 ２７ ４３ ７０ 

計 ５６ ７８ １３４ 

 

  ② 男女比 

   ・ 事務職員の男女比は、男性４１．８％、女性５８．２％である。 

 

 

  ③ 勤務時間を除く在校時間の分布 

   ・ 小学校事務職員、中学校事務職員、男性事務職員、女性事務職員とも、最も

割合が多いのが、「５９分まで」、次に多いのが、「１時間～」である。 

   ・ 平均は、小学校事務職員が１時間０分、中学校事務職員が１時間４分、男性

事務職員が 1時間２分、女性事務職員が 1時間３分で大きな違いは見られない。 
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 ④ 勤務時間を除く在校時間に行った業務 

  ・ 小学校事務職員、中学校事務職員、男性事務職員、女性事務職員とも、最も

割合が多いのが、「校務分掌」で７０％程度である。 

  ・ 中学校事務職員は、「学校経営等」が９．６％である。 
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（８）学校栄養職員 

  ① 調査対象者数 

 男 女 計 

小学校 ０ ７ ７ 

中学校 ０ ４ ４ 

計 ０ １１ １１ 

 

  ② 男女比 

   ・ 本調査における学校栄養職員は１００％女性である。 

 

  ③ 勤務時間を除く在校時間の分布 

   ・ 小学校学校栄養職員で、最も割合が多いのが、「５９分まで」、次に多いのが、

「１時間～」、「２時間～」である。中学校学校栄養職員で、「５９分まで」と

「１時間～」で、５０％ずつである。 

   ・ 校種別平均は、小学校学校栄養職員が１時間１８分、中学校学校栄養職員が

５０分であり、中学校学校栄養職員は小学校学校栄養職員より２８分長い。 
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 ④ 勤務時間を除く在校時間に行った業務 

   ・ 小学校学校栄養職員で、最も割合が多いのが、「校務分掌」で、８３．２％

を占める。次に多いのが、「会議等」である。中学校主幹教諭で、最も割合が

多いのが、「校務分掌」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



- 32 - 

 

５ おわりに 

  今回、教職員を対象とした勤務状況調査から、教職員の勤務時間を除く在校時間の

傾向を明らかにした。その結果、勤務時間を除く在校時間の１日あたりの平均が、小

学校では２時間４８分、中学校では３時間２分となった。また、在校時間が長い職と

して、小中学校ともに、長い順に教頭、主幹教諭、教諭等、校長、養護教諭等、栄養

教諭であった。勤務時間を除く在校時間に行った業務の割合が高かったのは、校長、

教頭は、「学校経営、学校運営」であった。小学校教諭等は、「授業準備」、「学級経営」、

「校務分掌」の順で、中学校教諭等は、「授業準備」、「部活動指導」、「校務分掌」の

順であった。改めて、教職員が長時間在校している実態が明らかになった。 

  県では、これまで、各学校への調査・報告の見直しや削減、県主催の研修会や会議

の精選を行うとともに、「ふれあいデー」の完全実施を図ってきた。また、市町村独

自に検討委員会を設置し、各市町村の実態に合った負担軽減に取り組むよう働きかけ

てきた。 

  教職員の負担軽減に取り組むためには、各学校で教職員一人一人の勤務状況を把握

されていることが前提となる。教職員の勤務時間の管理は、労働安全衛生の観点から

も適切に行う必要があり、校長の重要な責務である。教職員一人一人の出退勤の客観

的な記録として把握を行っている学校は増えてきているが、校長が教職員の一人一人

の勤務状況を把握し、面談等で活用するなど、教職員の健康管理に留意することが大

切である。 

  また、校長は、教職員の勤務状況の把握をもとに、校務分掌組織の在り方や会議の

持ち方等の見直しなど業務改善を進めるとともに、教職員自身の働き方に対する意識

改革を進めることが重要である。 

  市町村教育委員会及び各学校においては、本調査結果を活用し、教職員の負担軽減

に積極的に取り組むことを期待する。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               


